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平成18年度「シーズ発掘試験」, 平成18年度, 1,539千円.

　3 ） 川西琢也（分担）, 平成15年度地球環境研究総合推進費　新規戦略研究プロジェクト（S－2陸

域生態系の活用・保全による温室効果ガスシンク・ソース制御技術の開発―大気中温室効

果ガス濃度の安定化に向けた中長期的方策―）（1.森林生態系を対象とした温室効果ガス吸

収固定化技術の開発と評価（1a）荒漠地でのシステム的植林による炭素固定量増大技術の開

発に関する研究）, 平成15-18年, 3,471千円.
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法」2001. 11. 19 出願　登録平成2005. 11. 4, 特許3735707号.
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